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機器等登録調査票記入要領 

中間貯蔵・環境安全事業株式会社 
                                         

≪登録に関するお問い合わせ窓口≫ 

 【PCB処理営業部 登録担当】  ＴＥＬ：０３－５７６５－１９３３ 

      ★書式のダウンロード先（ＪＥＳＣＯホームページ） 

    https://www.jesconet.co.jp/customer/download.html  

 

≪処理時期や契約に関するお問い合わせ窓口≫  

（1）北海道内に保管されている方 

    北海道ＰＣＢ処理事業所       TEL 0143-23-7007 
 

（2）東北・北関東・甲信越・北陸地方に保管されている方 

    北海道ＰＣＢ処理事業所 営業課 東京事務所  

TEL 03-5765-1197・1992 
 

（3）1 都 3 県に保管されている方 

    東京ＰＣＢ処理事業所 営業課   TEL 03-5765-1927 
 

（4）東海・近畿・中国・四国・九州・沖縄地方に保管されている方 

    PCB処理営業部 保管者支援課 西日本分室  

TEL 06-6575-5585 

https://www.jesconet.co.jp/customer/download.html
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１．趣 旨 

(1)  中間貯蔵・環境安全事業株式会社（ＪＥＳＣＯ）のＰＣＢ廃棄物処理施設（拠点

的広域処理施設）は、国のポリ塩化ビフェニル廃棄物処理基本計画に従い、能力

一杯で効率的に稼働させることにより、全国のＰＣＢ機器等を過不足なく処理す

ることができる必要最小限の処理能力の施設になっています。 

(2) ＰＣＢ機器等を各処理施設に計画的・効率的に搬入し、安全・確実に処理してい

くためには、あらかじめ、ＰＣＢ機器等に関する情報（特に、機器等の総重量、寸

法、性状等とその所在）を把握することが非常に重要です。 

(3) そこで当社（ＪＥＳＣＯ）によるＰＣＢ廃棄物等の処理をご希望の方には、処理

対象となるＰＣＢ機器等に関する情報の事前登録をお願いしています。 
 

２．処理対象となるＰＣＢ廃棄物等 
 

※（参考）微量ＰＣＢ汚染廃電気機器等とは？ 

• ＰＣＢを使用していないとする電気機器又はOF（Oil Filled）ケーブルであって、微量のＰＣＢによって 

（非意図的に）汚染された絶縁油を含むものが廃棄物となったものを指します。

微量のＰＣＢのPCB濃度は、0.5mg/kgを超えて、5,000mg/kg以下のものです。 

•  微量ＰＣＢ汚染廃電気機器等もＰＣＢ廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法第８条に基づ

き、都道府県又は政令市に保管状況等を届け出る必要があります。なお、微量PCB 汚染廃電気機

器は、環境省が廃掃法に基づき認定した無害化処理施設での処理が可能になります。 

 

３．PCB 機器等登録約款について 

「ＰＣＢ機器等登録約款」の内容をご確認ください。本約款にご同意頂いた上で、

機器等登録にお申し込みをお願いいたします。 

※（参考）ＰＣＢ機器等登録約款の主な記載事項 

・変更事項のご連絡：初回お申し込み時から登録情報に変更が発生した場合には、「変更申請書」

によりご連絡をお願い致します。 

・情報の取り扱い：ＪＥＳＣＯは、ＰＣＢ機器等登録への申込により得られた保管者様等の情報

について、国及び管轄地方自治体に提供する場合等、ＰＣＢ廃棄物の適正な処理の推進に係る

業務の目的に利用することがありますが、この目的以外には利用いたしません。 

機器等登録手続について 

① 1 台あたり３kg 以上のトランス類及びコンデンサ類 

② ＰＣＢ油類 

③ ＰＣＢが付着した金属製の保管容器 

（※） 微量ＰＣＢ汚染廃電気機器等（※）の処理は、ＪＥＳＣＯでは行っておりません。 
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当社にて登録入力完了後、「登録確認書」をお送りします。 

【必要書類】 

① 「機器等登録申込書（総括表）」 

② 「ＰＣＢ機器等調査票（ﾄﾗﾝｽ類・ｺﾝﾃﾞﾝｻ類）様式－１」 

③ 「ＰＣＢ機器等調査票（ＰＣＢ油類）様式－２」 

④ 「ＰＣＢ機器等調査票（ＰＣＢに汚染された保管容器）様式－３」 

⑤ 「ＰＣＢ機器等調査票（連結型（集合型）コンデンサ類）様式－６」 

⑥ 保管場所、ＰＣＢ機器等の写真 

 

 
 

 

 

☚ 

 

 

 

 

 

 

 
 

※①～⑤の必要書類をご記入のうえ、⑥の写真を添えて当社宛て送付ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機器等登録手続きの流れ 

 

「登録確認書」の受領 
• 登録内容に変更が生じた場合、速やかに当社まで「変更申請

書」をご提出下さい。（ＨＰよりダウンロードできます） 

• 「登録確認書」及び別紙「登録ＰＣＢ廃棄物等リスト」は

大切に保管ください。 

当社ホームページアドレス：https://www.jesconet.co.jp 
：０３－５７６５－１９３３ お問い合わせ電話番号 

●ＰＣＢ機器等登録書類送付先 

〒105-0014 
住 所 東京都港区芝一丁目７番１７号 

（住友不動産芝ビル３号館３階） 

宛 先 中間貯蔵・環境安全事業株式会社 

ＰＣＢ処理営業部 機器登録担当 行き 

必要書類等の作成・送付 

https://www.jesconet.co.jp
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登録完了から処理まで 

機器等登録完了後 

ご連絡をお待ちください 
・機器等登録をお済ませの上、お待ちいただきますよ

うお願いいたします。 

 

ＪＥＳＣＯからのご連絡 

処理委託契約の締結 

搬入日の決定 

・貴社と収集運搬事業者とＪＥＳＣＯとで調整のう 

え、搬入日を決定します。 

・ＪＥＳＣＯと登録対象物等の処理委託契約を締結 

し、処理料金を振り込んでいただきます。 

• 搬入時期は、自治体が定めるポリ塩化ビフェニル

廃棄物処理計画に沿い、当社処理施設の操業計画

等を考慮のうえ、ご連絡いたします。 

※ 処理時期については、ＪＥＳＣＯの各ＰＣＢ処理事業所

にご相談ください。 

搬入及び処理 

▼処理時期、契約についてのお問い合わせ▼ 

（1）北海道内に保管されている方 

    北海道ＰＣＢ処理事業所        TEL 0143-23-7007 

（2）東北・北関東・甲信越・北陸地方に保管されている方 

    北海道ＰＣＢ処理事業所 営業課 東京事務所  

                                           TEL 03-5765-1197・1992 

（3）1 都 3 県に保管されている方 

    東京ＰＣＢ処理事業所 営業課      TEL 03-5765-1927 

（4）東海・近畿・中国・四国・九州・沖縄地方に保管されている方 

    PCB処理営業部 保管者支援課 西日本分室 TEL 06-6575-5585 
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１．ＰＣＢ機器等登録 申込書（総括表） 
 

 

 

２．ＰＣＢ機器等調査票（様式－１、様式－２、様式－３、様式－６） 
 

 

 

● 各ＰＣＢ機器等調査票の記入要領をご確認のうえ、ご記入ください。 
 

 

【機器番号】 

機器番号は、保管者様とＪＥＳＣＯとの間で連絡を取る場合の識別番号として使っています。 

調査票には「0001」と印字されていますが、すでにＪＥＳＣＯに登録を行っている場合「0001」番

がだぶることになり、今後の契約手続等で混乱が生じる場合があります。 

 

登録必要書類の記入要領 

① 『保管事業者』には、ＰＣＢ廃棄物の登録及び処理の申込者をご記入ください。 

② 【２．保管事業場】には、ＰＣＢ廃棄物を保管している事業場名・住所等をご記入ください。 

③ 『連絡先』には、登録に関するお問い合わせや処理時期についてのご連絡をする際の連絡先を

ご記入ください。 

④ 【３．登録確認書等送付先】には、登録確認書等、各種の書類が送られます。 

⑤ 【４．処理委託希望物】は、記入要領に基づき、「ＰＣＢ機器等調査票（様式－１、様式－２）」

に処理登録の対象となるＰＣＢ廃棄物の個体情報をご記入ください。 

様式－１、様式－２ごとに、登録を申込まれるＰＣＢ廃棄物の台数を記入ください。 

⑥ 「５．調査機器等の写真」は、記入要領の「写真撮影について」をご参照の上撮影ください。 

トランス類、コンデンサ類をお持ちの方は、「ＰＣＢ機器等調査票（トランス類・コンデンサ類） 

    をご記入ください。（連結コンデンサをお持ちの方は様式―６（Ｐ１３参照）） 

・ドラム缶等の保管容器で保管しているＰＣＢ油類をお持ちの方は、「ＰＣＢ機器等調査票（ＰＣ 

Ｂ油類）様式－２」をご記入ください。 

・様式－１のＮ項目でＰＣＢに汚染された保管容器が「有り」とご記入された方は、「ＰＣＢ機器

等調査票（ＰＣＢに汚染された保管容器）様式－３」をご記入ください。 

トランス類・コンデンサ類（様式－１） 
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（例）すでにコンデンサ 3 台を登録しているが、新たにコンデンサが見つかり、追加で機器等登録を

申請する場合 → 調査票に「0001」と書いてある機器番号を「0004」に修正して申請。 

もし、ＪＥＳＣＯに追加登録をされる場合、機器番号がダブることのないよう、調査票に印字 

されている機器番号を続きの番号（通し番号）にしてください。（機器番号がダブっている場合、  

 ＪＥＳＣＯで機器番号を修正する場合もありますのでご了承下さい） 

 

 

 

 

Ａ：ＰＣＢ特措法届出番号 

「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管状況届出書」の番号をご記入ください。（特措法番号が不明

な場合は、空欄でも構いません。） 

 

Ｂ：品名 

銘板に書いてある機器の品名をご記入ください。 

 
Ｃ：定格容量 

「KVA」又は「μF」で表示されている定格容量をご記入ください。 

 
Ｄ：製造者 

銘板を見て、製造者（略称でも可：日本コンデンサ＝日コン等）をご記入ください。 

 
Ｅ：製造年 

製造年をご記入ください。（「年」のみで可。「月」は必要ありません。） 

 

Ｆ：型式 

「型式」（銘板により「形式」「形」「型番」等の表記があります）をご記入ください。 

なお、製造番号（１台１台に連番がふられています）や JEC－や JIS-で始まる番号と間違え

ないようご注意ください。 

 

Ｇ：油量（トランス類のみの項目） 

銘板の油量（㍑）をご記入ください。 

 
Ｈ：機器総重量 

【 １台当たりの総重量（ｋｇ）】 

機器の１台当たりの総重量(kg)をご記入ください。 

なお、銘板に総重量の記載がない場合は、カタログや図面の重量、又は実測による総重量（kg） を

ご記入ください。 

 
【 重量確認方法】 

例）銘板、図面、実測 

※なお、実測の場合は、処理委託の際に計量を証明するもの（計量した際の写真等）を添付し

ていただくことになります。 

※保管状況により、重量がどうしても確認できない場合は、確認方法欄に「確認不可」と
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ご記入ください。ただし、処理までには重量確認が必要となります。 

 

Ｉ：ＰＣＢ表記 

銘板に次の表記があるかどうかを確認し、該当するコード番号をご記入ください。 

 
【注】※項目の８～１０は、トランスの銘板にある冷却方式をご覧ください。 

 

 
 

Ｊ：寸法 

次の図を参考に以下の寸法をご記入ください。ただし、コンデンサの足や耳（吊具）部分と

いった小さな突起物については含めないでください。 

（１）幅 

機器の幅をｃｍ単位でご記入ください。 

（２）奥行き 

機器の奥行き（短い辺）をｃｍ単位でご記入ください。 

（３）缶体の全高 

地面からの高さ（ブッシングを除く）をｃｍ単位でご記入ください。 

（４）ブッシング高さ 

ブッシングの高さ（油面まで含めた寸法ではなく、外に出ている部分の高さ（気中高さ））

をｃｍ単位でご記入ください。 

【測定例】 
 

 

 
 

１： 不燃(性)油  ２：ＡＦ式 ３：ＤＦ式 ４： シバノール  ５：ＡＦＰ式 

６．ヒタフネン ７．○○クロール（富士シンクロール・ダイヤクロール等） 

８： ＬＮＡＮ (F)   ９： ＬＦＡＮ(F) 10： ＬＦＷＦ 11．上記表記なし 
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Ｋ：抜油（トランス類のみの項目） 

機器からあらかじめ抜油してある場合は「有り」と、抜油していない場合は「無し」とご記入

ください。 

 

Ｌ：漏れ 

漏洩がある場合は「有り」又は「にじみ有り」と、ない場合は「無し」とご記入

ください。 

 

Ｍ：台数 

定格容量・型式・重量が同じ機器で、抜油や漏れなど機器の状態も全く同じ機器が複数ある 場

合は、こちらに合計台数をご記入下さい。 

※連結型(集合型)コンデンサは、連結を構成するコンデンサ１台毎に処理を行うことになります 

ので、連結を構成するコンデンサ個々の台数でご記入ください。 

 
【合計台数として記入できない機器】 

・定格容量と型式が同じであっても、重量が異なる場合は、同じ機器とみなしません。 

・定格容量・型式・重量がすべて同じであって機器の状態が違う（漏れがある、抜油済である 

 等）場合は、同じ機器とみなしません。 

 

Ｎ：ＰＣＢに汚染された保管容器の有無 

ＰＣＢに汚染された保管容器が有る場合は、「有り」と、無い場合は、 「無し」とご記入ください。 

※「有り」とご記入された方は、「ＰＣＢ機器等調査票（ＰＣＢに汚染された保管容器）様式－ 

３」をご記入ください。 

 

Ｏ：その他特記事項 

使用中の機器であれば、「１」と記入してください。 

PCB 濃度分析を行っている場合は、濃度（mg/kg）をご記入ください。 

※その他特記すべき事項があれば、ご記入ください。 
 

 

＜ 基 本 情 報 ＞  

Ａ：ＰＣＢ特措法届出番号 

「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の保管状況届出書」の番号をご記入ください。 

 
Ｂ：ＰＣＢ油類の種類 

PCB 油類の種類を記入コードよりお選びください。「５．その他」の場合は、種類をご記入ください。 

なお、微量ＰＣＢ汚染廃電気機器から抜いたＰＣＢ油は、JESCOの処理対象外品目となっておりますので 

ご注意ください。  

ＰＣＢ油類（様式－２） 



10  

 

 

Ｃ：容器の種類 

PCB 油類を入れた容器の種類と容量（リットル）をご記入ください。その他の場合は、種類と容量を記入 

コードよりお選びください。 

 

Ｄ：総重量（容器込）（ｋｇ） 

容器込の総重量をご記入ください。なお、実測写真が必要となりますので、目盛が見える写真を添付くだ

さい。 

 

Ｅ：発生工程 

PCＢ油類の発生工程について、記入コードよりお選びください。 

例）トランスから抜油、分析したサンプルの油（コンデンサ）、研究用の試薬 等 

 
Ｆ：抜油機器の型式等 

ＰＣＢ油が抜油された機器の種類、型式、製造者、製造年をご記入ください。 

（例） 

発生した機器 機器型式 製造者 製造年 

トランス ＮＩＫＡＸ 明電舎 1968年 

 

Ｇ：ＰＣＢ濃度・その他含有物等                       

ＰＣＢ油の分析を行っている場合は、濃度（ｍｇ/kg）をご記入ください。 

ＰＣＢ以外の成分については、濃度と単位をご記入ください。 

(例) 

①PCB濃度 

(mg/kg) 

②水分量 

（濃度） 

③その他 

種類 濃度 

700,000mg/kg 10％ 灯油 1％ 

 
※ＰＣＢ以外の濃度については、単位「ｍｇ/kg」「％」もご記入ください。 

 
Ｈ：引火点 

発生工程が、灯油等の洗浄液含有の場合や由来（発生工程）不明の場合は、ご記入ください。

トランス又はコンデンサからの抜油のみでその他の含有物がない場合は記載不要です。 

 

Ｉ：形態形状 

油が粘着状なのか流動状なのかスラッジがあるのかを記入コードよりお選びください。

スラッジ（泥状物、沈殿物）がある場合は、その状態をご記入ください。 

PCBが粉末状の場合は、機器等登録ではなく搬入荷姿登録でご申請ください。 

 

Ｊ：容器の過去の使用履歴 

PCB 油類を入れている容器は、過去他の用途で使用されたものなのかを記入コードよりお選びください。 

再利用容器であれば、過去どのような用途で使われていたかご記入ください。 
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０： なし（過去に他の用途で使用歴なし） 

１： 再利用（どのような用途かご記入ください。） 

２： 不明 
 

Ｋ：容器数量（缶） 

容器数量をご記入下さい。 

 
Ｌ：その他特記事項等 

その他、特記事項があれば、ご記入ください。 
 
 

 

Ａ－１：容器の種類 

保管容器の種類について、下記コードに当てはまる番号をご記入ください。 

０： トレイ  

１： ２００㍑ドラム缶  

２： ３００㍑ドラム缶  

３： 箱 

４： その他（どんなものか記入） 

 

Ａ－２：箱の種類 （A-1 で「３」（箱）と記入された場合のみ記入） 

A-1 で「３」を記入された場合は、どのようなタイプの箱なのか下記コードに当てはまる番号をご記入く

ださい。 

０：蓋のない箱  

１：蓋を開けることが可能な箱 

２：蓋を開けられない箱 

３：その他（どんなものか記入） 

 

Ｂ：材質 

保管容器の材質について、下記コードから選びご記入ください。 

０：鉄  

１：ステンレス 

２：アルミ 

３：ガラス 

４：樹脂製 

５：その他（どんなものか記入） 

 
※東京事業区域に保管されている事業者様については、金属製及び樹脂製容器は機器等登録 

となります。 

北九州・大阪・豊田・北海道事業区域に保管されている事業者様については、金属製容器は 

機器等登録、樹脂製容器は搬入荷姿登録となります。 

 

 

PCB に汚染された保管容器（様式－３） 
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Ｃ：寸法（ｃｍ） 

保管容器の寸法（幅・奥行き・高さ）を測定してご記入ください。 

 
Ｄ：板厚（ｍｍ） 

保管容器の板厚を測定してご記入ください。 

 
Ｅ：重量（ｋｇ） 

保管容器の重量が分かればご記入ください。 

 
Ｆ：漏れの度合い 

保管容器内の漏れ具合について、下記に該当する番号をご記入下さい（必要があればご記入ください）。 

０：保管容器の一部に油の付着あり 

１：保管容器内で大量の油漏れあり 

２：不明 

 ※その他の場合、状態を記入 

 

Ｇ：容器の状態 

保管容器にサビや腐食がある場合は、状態をご記入下さい。 

 
Ｈ：台数 

同じ保管容器がある場合は、台数をご記入ください。 

 
Ｉ：保管容器の中身 

保管容器内の機器は、ＰＣＢ機器等調査票に記入したどの機器なのか分かるように、調査票の機器番号

をご記入下さい。 

なお、トランス類・コンデンサ類以外の物（ウエス、ビニール等）を容器の中に混在して持ち込まないように

お願いします。  

 

  

 
 

 

 

 
 

 

Ｊ：備考 

その他、特記事項があればご記入ください。 

機器の種類コード 機器番号（＃） 

１：トランス類 

２：コンデンサ類 

 ＃○○ 

ＰＣＢ機器等調査票（様式‐１）の

機器番号をご記入下さい。 
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「連結型（集合型）コンデンサ」とは、複数台のコンデンサを連結して、全体として蓄電力を向上させたコンデン

サです。（※１） 

自治体への特措法届出を連結型（集合型）コンデンサ 1 台で提出している場合（※２）のみ、こちらの様式で 

ご提出下さい。 そうでない場合は、様式１にご記入下さい。 

（※１） 連結（集合型）コンデンサの処理は、１台ごとのコンデンサに解体した個々処理になるため、処

理料金はコンデンサ単体毎にいただいております 

（※２） この場合、通常の様式―1 で連結コンデンサを記入されると自治体への特措法届出報告の際、自治体の

集計と保管者様の集計が合わなくなる恐れがあります。 

 
＜様式―6（連結（集合型）コンデンサ類）の記入方法＞ 

連結型（集合型）コンデンサ 1 台（単体コンデンサを連結・集合させて 1 台とした場合）の銘板情報等を記入 

し、その下欄にそれを構成している単体コンデンサ 1 台毎の銘板情報等をご記入ください。（記入例参考） 

記入項目の内容は、様式１と同じです（※３）が、連結型（集合型）コンデンサの「その他特記事項」の欄に 

は、「○台連結」とご記入下さい。 

ご不明の点がありましたら、ＰＣＢ処理営業部管理課宛お問い合わせください。（TEL03-5765-1935） 

（※３） 単体は、フレーム・架台等を除いた重量となりますので、単体の合計は、総体の重量に一致しない場合

があります。 

連結（集合型）コンデンサ類（様式－６） 
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• 写真の機器が「PCB 機器等調査票」の何番の機器か分かるように番号をふってください。 

• 搬出可否の目安として、保管倉庫全体の写真もお撮りください。 

• 写真は、Ａ４サイズの紙に貼ってください。（デジカメの場合、Ａ４用紙に印刷ください。） 

• 油の漏洩している機器については、漏洩個所の写真をお撮りください。 

• 重量を実測した場合は、必ず実測写真をお撮り下さい。（重量の目盛りが分るもの） 

• 膨張等で変形した場合や破損がある場合は、できるだけその機器の写真をお撮り下さい。 

• 銘板写真は、撮影可能であればお撮りください。 
 

＜写真撮影例＞ 
 

【保管倉庫の写真】 
 

 

 
0001 0002～0004 

 

0005 

【銘板写真】 
 

 

【漏洩個所】 

 
0006 

【実測写真】 

※重量を「銘板」ではなく「実測」した場合は、

実測写真が必要です。 

 
0007 

 
機器を乗せた状態で目盛りが分るようお

願いします。 
 

 

ＰＣＢ機器等の写真撮影 
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